
茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
で

桜
川
市
か
ら
６
人
が
表
彰

モ
ン
ゴ
ル〝
草
原
か
ら
の
使
者
〟が

真
壁
町
で
演
奏
会

金か
ね

子こ 

昭あ
き
ら

さ
ん（
真
壁
町
古
城
地
区
）が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

真
壁
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
女
子
）
茨
城
県
大
会 

第
３
位

東
京
電
力（
株
）下
館
支
社
か
ら

防
犯
灯
20
基
が
寄
贈

深ふ
か

谷や 

結ゆ
い

さ
ん（
長
方
地
区
）が

青
年
海
外
協
力
隊
で
セ
ネ
ガ
ル
へ

中
田
市
長
（
写
真
左
か
ら
３
人
目
）
を
訪
れ

た
統
計
功
労
者
受
賞
の
皆
さ
ん
（
写
真
右
か

ら
）
青
木
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
大
山
さ
ん
、

市
塚
さ
ん
、
山
口
さ
ん

〝
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
賛
歌
〟
な
ど
を
演
奏
す
る

Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
民
俗
音
楽
演
奏
団
の
皆
さ
ん

（
馬
頭
琴
演
奏
者
は
写
真
左
）

金
子
昭
さ
ん（
左
）
は
石
川
教
育
長
を
表
敬
訪

問
し
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
の
喜
び
を
報
告

し
ま
し
た
。

６
年
生
最
後
の
大
会
で
好
成
績
に
輝
い
た
真

壁
女
子
チ
ー
ム
選
手
（
後
列
）
と
応
援
し
た

後
輩
（
前
列
）
の
皆
さ
ん

東
京
電
力（
株
）下
館
支
社 

本
橋
久
夫
支
社
長

（
写
真
右
）
か
ら
、
中
田
市
長
（
写
真
左
）
に

防
犯
灯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

蛯え
び

原は
ら

正ま
さ

善よ
し

監
督
（
写
真
左
か
ら
２
番
目
）
の
下
、

各
区
間
を
駆
け
抜
け
た
７
人
の
選
手
と
応
援

し
た
皆
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル

共
和
国
へ
の
出
発
前
に
明
る
く
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
深
谷 

結
さ
ん

　
茨
城
県
庁
で
行
わ
れ
た
「
平
成
22
年
度
茨
城
県

統
計
功
労
者
表
彰
式
」
で
、
本
市
に
お
い
て
長
年

に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
統
計
思

想
の
普
及
と
向
上
に
努
め
ら
れ
た
６
人
の
統
計
調

査
員
の
方
々
に
、
橋は

し

本も
と 

昌
ま
さ
る

県
知
事
か
ら
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
県
知
事
表
彰
受
賞
者
　
市い

ち

塚つ
か 

道み
ち

夫お

さ
ん
（
真

壁
町
真
壁
地
区
）、
山や

ま

口ぐ
ち 

哲さ
と
し

さ
ん
（
真
壁
町
長
岡

地
区
）、
廣ひ

ろ

瀬せ 

正
し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
犬
田
地
区
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
受
賞
者
　
永な

が

山や
ま 

勝ま
さ
る

さ

ん
（
青
木
地
区
）、小こ

林
ば
や
し 

國く
に

男お

さ
ん
（
羽
田
地
区
）、

大お
お

山や
ま 

一か
ず

男お

さ
ん
（
門
毛
地
区
）

　
１
月
23
日
（
日
）、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン

桜
井
館
山
荘
（
真
壁
町
桜
井
地
区
）
で
、
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
来
日
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ（
エ
ト
ゥ
ゲ
ン
）

民
俗
音
楽
演
奏
団
（
４
人
）
に
よ
る
馬ば

頭と
う

琴き
ん

な
ど

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
馬
頭
琴
演
奏
者
の
バ
ヤ
ル
サ
イ
ハ
ン

さ
ん
と
日
本
モ
ン
ゴ
ル
協
会
理
事
の
多た

田だ

尚な
お

克か
つ

さ

ん
の
交
流
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
馬
頭
琴
と
は
モ
ン
ゴ
ル
の
民
俗
楽
器
で
楽
器
の

一
部
が
馬
の
頭
の
形
を
し
て
い
る
弦
楽
器
で
す
。

演
奏
会
場
に
は
、
地
域
の
方
な
ど
が
１
０
０
人
ほ

ど
集
ま
り
、
温
か
み
の
あ
る
演
奏
や
歌
に
皆
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
体
育
指
導
委
員

研
究
協
議
会
・
岐
阜
大
会
で
、
金
子
さ
ん
が
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
48
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
を
務

め
、
旧
真
壁
町
・
桜
川
市
で
体
育
指
導
委
員
長
に

選
任
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
。
現
在
も
、
特
に
柔
道
で
は
、
豊
富
な
知
識

と
卓
越
し
た
技
能
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
・

育
成
に
あ
た
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
く
体
育
指
導
委
員
を
務
め
て
い
た
だ

い
た（
故
）西に

し

山や
ま

政ま
さ

一い
ち

さ
ん（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）も
、

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
古
河
市
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
22
年
度
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
の
部
で
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
参
加
チ
ー
ム
66
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
真
壁
チ
ー
ム

は
４
回
戦
ま
で
順
調
に
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
準
決

勝
で
は
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
古
河
市
の「
疾
風
」

に
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
２-

１
で
敗
れ
は
し
ま
し
た

が
好
試
合
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
６
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
引
退
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
中
学
校
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
東
京
電
力
（
株
）
下
館
支
社
か
ら
、
市
へ
防
犯

灯
20
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
贈
は
、

同
支
社
が
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　
来
訪
さ
れ
た
本も

と

橋は
し 

久ひ
さ

夫お

支
社
長
は
、「
子
供
た

ち
の
安
全
確
保
、
夜
間
通
行
に
お
け
る
安
全
対
策

や
防
犯
対
策
と
し
て
、
地
域
安
全
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
、
中
田
市
長
は
、「
地
域
の
安

心
・
安
全
の
た
め
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
市
内
の
必
要
箇

所
に
設
置
さ
れ
、
市
が
取
り
組
む
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大
会
で

桜
川
市
が
健
闘

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
22
年
度
第
27
回
茨
城
県
民
駅
伝
競
走
大

会
」
市
町
村
対
抗
の
部
で
、
桜
川
市
チ
ー
ム
が
第

14
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
市
町
村
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

茨
城
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
力
の
向
上
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
市
町
村
対
抗
の
部

に
は
、
県
内
21
市
町
村
か
ら
24
チ
ー
ム
２
８
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
７
区
間
21.

24
㎞
を
一
丸

と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
見
事
に
ゴ
ー
ル
を
果

た
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
昨
年
12
月
、
深
谷 

結
さ
ん
は
中
田
市
長
を
表

敬
訪
問
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
西
部
の
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
で

２
年
間
活
動
し
て
い
く
抱
負
を
述
べ
、
１
月
半
ば

に
日
本
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
深
谷
さ
ん
は
、
海
外
に
興
味
が
あ
り
大
学
卒
業

後
、
語
学
留
学
を
経
験
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
せ

行
く
な
ら
、
遊
び
感
覚
で
な
く
現
地
の
人
た
ち
と

何
か
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
小
学
校
教
員
と
し
て
体
育
・

音
楽
・
図
工
を
教
え
て
い
く
そ
う
で
す
。「
現
地
で

の
健
康
面
で
は
少
し
不
安
は
あ
る
が
、
任
務
を
全

う
し
て
き
ま
す
」と
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
月
23
日（
日
）、第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー（
１

月
26
日
）
に
先
駆
け
、
妙
法
寺
（
本
郷
地
区
）
で

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
妙
法
寺
は
千
年
以
上
前
の
古
代
・
新
治
郡
の
郡

寺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
仏
像
な
ど
、
茨
城
県

を
代
表
す
る
文
化
財
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
早
朝
か
ら
多
数
の
市
民
の
方
々
が
訓
練
に

参
加
し
、
本
番
さ
な
が
ら
の
動
作
で
貴
重
な
文
化

財
を
守
る
防
火
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に

奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
古
代
壁
画
の
消
失
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
妙

み
ょ
う

法ほ
う

寺じ

で

防
火
訓
練
を
実
施

桜
川
市
消
防
団
第
６
・
７
分
団
と
地
域
の
方
が

参
加
し
、
妙
法
寺
で
行
わ
れ
た
防
火
訓
練
の

様
子
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